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～～議議場場ををリリニニュューーアアルルししままししたた～～ ▲

ご自宅で、
ご覧になりましたか？

▲

マイク・中継担当スタッ
フ席 ここから映像を配信

▲傍聴席３０席を新設、
車椅子用スペースも確保

▲これが２３区初の対面演壇
区長など理事者と向き合い白熱の質疑

区民の納得できる がなされたか

■■区長のめざす、総合力の高い、成果の見える区政運営の実現は
＝平成１７年度の予算執行状況を徹底審査の末、決算特別委員会にて認定＝

今定例会では、委員１８名からなる決算特別委員会を設置し、平成１７年度各会計の執行状況を審査しました。その結果、一般会計の実質単年度収
支は６年連続黒字で歳入決算額１，１００億１，５０５万３，４２７円、歳出決算額１，０４９億３，７３１万６，４４４円、これに各特別会計を加えた全会計歳入１，７５８億７，２４３
万２，６３３円、全会計歳出１，７０１億６，７９６万４，９８８円の決算を認定しました。……………………………………………………………関連記事２、６、７面

今定例会で可決した

■■幼保一元化の「子ども園」設置のための条例を可決
区長提出議案では、小学校就学前の子どもに一貫した保育と幼児教育を行う「子ども園」設置のための『新
宿区立子ども園条例』の制定のほか、落合第二地域センター（１９年６月開設予定）の設置及び管理への指定管
理者制度導入に伴う『新宿区立地域センター条例の一部を改正する条例』等を可決しました。
また、議員提出議案では『北朝鮮の核実験に厳重抗議する決議』を行い、『区民の生命と安全を守るための
施策の充実を求める意見書』など７件の意見書を議決し国会等に提出しました。……………関連記事２、８面

注目！ の動き

■■議会のインターネット中継開始。議場もリニューアルしました！
今回の第３回定例会から、議会のインターネット中継を始めました。本会議と決算特別委員会合わせて１２日間、多くの方
に生中継をご覧頂きました。現在は、録画中継をご覧になることができます。また、本会議の代表質問において、議員が複
数の項目をまとめて質問する従来の方式から、新たに一問一答方式を採用。併せて本会議場もリニューアル。対面演壇と議
員席後方間近に傍聴席を新設しました。新しいスタイルで、臨場感ある議会が傍聴できるようになりました。

……………………………………………………………………………………………………上部写真参照

◆第３回定例会
９／１９（火）…議会運営委員会、本会議（代表質問：公明・自民・新無ク・民主）、

常任委員会（総務区民、福祉健康）
９／２０（水）…議会運営委員会、本会議（代表質問：社会・共産・花マル、一般質

問）、決算特別委員会、委員長会
９／２１（木）～１０／３（火）…決算特別委員会 ※土日、祝日を除く。
１０／５（木）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）
１０／６（金）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）
１０／１０（火）…地方分権・行政改革特別委員会
１０／１１（水）…災害等対策特別委員会、議会運営委員会
１０／１３（金）…決算特別委員会、議会運営委員会、本会議（議案の採決、意見書・

決議の採決等）

●平和への願いを胸に広島・長崎平和祈念式典に出席……………２面

●ボリュームアップ！区政のここを問う

３ページの大紙面に、全質問議員の質疑を集約 …………３～５面

●議員政治倫理審査会審査結果の公表について ……………６～７面

●議員政治倫理審査会に係る住民監査請求について…………７面

●今定例会で議決した決議・意見書……………………………８面

●皆様から託された請願・陳情の処理状況………………………８面

●議員の議席番号が変わりました………………………………８面

★本紙は、新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設などに置いています。

議案

予算執行

区議会



議案の概要と審議結果（賛成…〇 反対…×）
○第３回定例会（９月１９日～１０月１３日）
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概 要

補正予算額 ９，７１９万３千円
補正の理由：国民健康保険特別会計繰出金、地域生活支援事業に要する経費等の計上
補正予算額 １５億３，０６５万１千円
補正の理由：保険財政共同安定化事業拠出金、高額医療費共同事業医療費拠出金に要する経費等の計上
補正予算額 ２６億７，４３２万１千円
補正の理由：財政調整基金積立金、社会資本等整備基金積立金、国、都支出金の収入超過に伴う返納金、地域密着型サー
ビス整備助成に要する経費等の計上
補正予算額 １，４８９万６千円
補正の理由：都支出金の収入超過に伴う返納金に要する経費の計上
補正予算額 ３億８，２９７万６千円
補正の理由：介護給付費準備基金積立金、国、都支出金の収入超過に伴う返納金に要する経費等の計上

６面・７面の「平成１７年度決算特別委員会及び委員会での会派の意見」をご覧ください。

地方自治法施行令の改正に基づき、長期継続契約とすることができる契約を定める。
�商慣習上複数年にわたり契約を締結することが一般的である物品の借入れに関する契約及びこれに付随する保守業務の
委託契約�庁舎その他新宿区の施設の維持管理業務の委託に関する契約
小学校就学前の子どもに一貫した保育と幼児教育を行うとともに、地域のすべての子育て家庭を支援し、地域と家庭の子
育て力の向上を図るため、子ども園を設置する。これに伴い事業内容や入園の要件、保育料などについて定める。
区立幼稚園の設置、管理、保育料について、複数の条例等により規定された事項を整理統合し、単一条例として整備する。
これに伴い、新宿区立幼稚園入園料、保育料等条例を廃止し、新宿区立学校設置条例の一部を改正する。
落合第二地域センターを設置するとともに、その管理を指定管理者に行わせるため所要の改正を行う。
住民基本台帳法の改正により、原則公開とされてきた住民基本台帳の一部の写しについて、国又は地方公共団体の機関以
外のものがこれを閲覧する場合に閲覧が制限されることに伴い、閲覧請求の拒否に関する規定、不特定多数閲覧請求の制
限に関する規定等を削除する。また、その他必要な規定整備等を行う。
１、国民健康保険法及び同施行令等の改正に伴い、現行の高額医療費共同事業について、引き続き平成１８年度から２１年度
までの間行うこととなったため、一般被保険者に係る基礎賦課総額の算定に関する規定の付則を改正するほか、所要の
規定整備を行う。
２、国民健康保険法、同施行令及び児童福祉法の一部改正に伴い、現役並み所得を有する７０歳以上の高齢者の自己負担割
合を２割→３割に引き上げる等、所要の改正を行う。
障害者自立支援法の施行に伴い、障害者福祉センターで行う事業、事業を利用できる者及びその利用料金について所要の
改正を行う。
障害者自立支援法の施行に伴い、新宿区立新宿生活実習所で行う事業、事業を利用できる者及びその利用料金について所
要の改正を行う。
障害者自立支援法の施行に伴い、心身障害者通所訓練施設で行う事業、事業を利用できる者及びその使用料について所要
の改正を行う。
題名のうち「ひとり親家庭」を「ひとり親家庭等」に改める。また、健康保険法の改正に合わせ入院時生活療養費に係る
標準負担額（食費・居住費）を助成対象外とする。
下落合保育園、三栄町保育園を廃園とするため、両園の規定を削除する。
同一世帯に属する２人以上の児童が保育所に入所している場合に行っている保育料の減額を、子ども園に入園している保
育に欠ける児童にも適用する。また、保育料の額を算出する方法を改める。
新宿区立牛込第三中学校特別教室棟増築その他工事を施行するもの。
以下の特別区道の路線を廃止する。
（起点：東京都新宿区西新宿六丁目７１８番８地先、終点：東京都新宿区西新宿六丁目６９９番１４地先）
（起点：東京都新宿区西新宿六丁目７２２番地先、終点：東京都新宿区西新宿六丁目６９９番１５地先）
（起点：東京都新宿区西新宿六丁目７０２番１９地先、終点：東京都新宿区西新宿六丁目６７１番２０地先）
以下の特別区道の路線を認定する。
（起点：東京都新宿区西新宿六丁目７２２番地先、終点：東京都新宿区西新宿六丁目６８０番１２地先）
（起点：東京都新宿区西新宿六丁目６８１番１地先、終点：東京都新宿区西新宿六丁目６７１番２０地先）
白井裕子氏
障害者の在宅福祉サービスの利用者負担を一部助成し、障害者の地域での自立した生活を支援する。
家事等が困難で日常生活を営むのに支障がある高齢者に対して、区が家事援助を行うホームヘルパーを派遣することによ
り、地域の中で安心して自立した生活ができるようにする。
議員が区の一般事務についての質問を行うにあたり、本会議での口頭による質問に加え、文書でも行えるよう所要の改正
を行う。

８面の決議・意見書の要旨をご覧ください。

議 案 名

平成１８年度新宿区一般会計補正予算（第３号）

平成１８年度新宿区国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度新宿区一般会計補正予算（第４号）

平成１８年度新宿区老人保健特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度新宿区介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成１７年度新宿区一般会計歳入歳出決算
平成１７年度新宿区国民健康保険特別会計歳入歳出決算
平成１７年度新宿区老人保健特別会計歳入歳出決算
平成１７年度新宿区介護保険特別会計歳入歳出決算

新宿区長期継続契約を締結することができる契約を定める条例

新宿区立子ども園条例

新宿区立幼稚園条例

新宿区立地域センター条例の一部を改正する条例

新宿区住民基本台帳基本条例の一部を改正する条例

新宿区国民健康保険条例の一部を改正する条例

新宿区立障害者福祉センター条例の一部を改正する条例

新宿区立知的障害者援護施設条例の一部を改正する条例

新宿区立心身障害者通所訓練施設条例の一部を改正する条例

新宿区ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

新宿区立保育所条例の一部を改正する条例

新宿区保育所保育料徴収条例の一部を改正する条例

新宿区立牛込第三中学校特別教室棟増築その他工事請負契約

特別区道の路線の廃止について（３件）

特別区道の路線の認定について（２件）

新宿区教育委員会委員任命の同意について
新宿区障害者自立支援法に基づく障害福祉サービスに係る費用の助成に関する条例

新宿区高齢者に対する家事援助の実施に関する条例

新宿区議会会議規則の一部を改正する規則

北朝鮮の核実験に厳重抗議する決議
固定資産税における償却資産に関する意見書
「特定の同族会社の役員に対する報酬の損金算入制限規定」の見直しを求める意見書
ＪＲ採用問題の早期解決を求める意見書
都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書
小規模非住宅用地に対する固定資産税・都市計画税の減免措置の継続を求める意見書
負担水準が６５％を超える商業地等の税額軽減措置の継続を求める意見書
区民の生命と安全を守るための施策の充実を求める意見書

予
算（
５
件
）

認
定（
４
件
）

制
定（
３
件
）

改
正（
９
件
）

契
約

（
１
件
）

そ
の
他（
５
件
）
同
意

（
１
件
）

条
例
等（
３
件
）

決
議
・
意
見
書（
８
件
）

区
長
提
出
議
案（
２８
件
）

議
員
提
出
議
案（
１１
件
）
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小
松
政
子

質
問

出
生
率
は
依
然
と
し
て
低
下

傾
向
。
思
い
切
っ
た
「
超
少
子
化
対

策
」が
必
要
。�
安
心
し
て
子
育
て
す

る
た
め
に
は
職
場
の
支
援
体
制
が
不

可
欠
。
区
が
積
極
的
姿
勢
示
す
べ
き
。

�ア
職
員
へ
の
支
援
と
そ
の
効
果
は
。

�イ
区
内
の
企
業
、
事
務
所
へ
の
働
き

か
け
を
。
�
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
地
域
の
受
け
皿
と
し
て
、
１９
年
度

に
保
育
園
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
打
ち
出

し
た
が
、現
状
と
今
後
の
対
策
は
。�

経
済
支
援
の
更
な
る
充
実
と
し
て
妊

婦
健
診
費
用
の
大
幅
な
助
成
拡
大
を
。

答
弁

�
�ア
「
職
員
の
た
め
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
支
援
プ
ラ
ン
」
を

策
定
。策
定
後
は
、子
育
て
に
対
す
る

職
員
や
職
場
の
意
識
の
変
化
も
現
れ

て
き
て
い
る
。
�イ
現
状
把
握
と
啓
発

目
的
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
働
き

か
け
方
法
等
検
討
。
�
９
月
１
日
現

在
の
待
機
児
童
数
は
公
・
私
立
合
わ

せ
て
８３
人
。
今
後
の
開
設
園
等
で
受

入
れ
枠
を
１５４
人
拡
大
。
�
現
在
２
万

円
の
助
成
だ
が
、
十
分
で
は
な
い
と

認
識
。
助
成
拡
大
を
積
極
的
に
検
討
。

障
害
者
自
立
支
援
法
と

施
策
展
開
に
つ
い
て

質
問

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
障

害
者
の
能
力
や
適
性
に
応
じ
て
働
け

る
よ
う
、
就
労
支
援
を
進
め
て
、
必

要
な
収
入
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し

よ
う
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
柱
。
�

就
労
支
援
の
拠
点
づ
く
り
は
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
を
法
人
化
し
、
拠
点

に
す
べ
き
だ
。
�
能
力
開
発
や
職
業

指
導
訓
練
の
場
の
拡
充
を
。
�
地
域

で
自
立
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
生

活
自
立
訓
練
が
大
切
。
受
け
入
れ
態

勢
が
な
い
中
高
生
の
た
め
に
「
日
中

一
時
支
援
事
業
」
の
早
期
実
施
を
。

答
弁

�
拠
点
の
設
置
不
可
欠
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
は
法
人
格
を
取
得

し
、
支
援
事
業
の
拠
点
と
し
た
い
。

�
企
業
や
東
京
し
ご
と
財
団
等
と
の

連
携
等
、
多
様
な
手
法
や
新
し
い
視

点
で
の
支
援
方
策
を
検
討
。�
新
宿

区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
か
ら
、区
の
空

き
施
設
の
提
供
と
運
営
費
補
助
の
要

望
が
あ
り
、こ
れ
に
沿
え
る
よ
う
検
討
。

食
育
運
動
の
拡
大
に
つ
い
て

質
問

食
育
基
本
法
が
昨
年
成
立
。

国
は
、
食
育
を
国
民
運
動
に
す
る
に

は
、
自
治
体
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
欠
か
せ
な
い
と
し
て
い
る
。
�
食

育
へ
の
認
識
と
施
策
展
開
は
。
�
国

の
食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
、「
食

育
に
関
心
を
持
つ
割
合
の
目
標
」
を

９０
％
以
上
と
し
て
い
る
が
、
周
知
と

区
民
運
動
の
展
開
は
。
�
小
学
生
の

朝
食
に
つ
い
て
、
�ア
欠
食
率
の
調
査

は
。
改
善
策
は
。
�イ
保
護
者
が
原
因

の
場
合
の
対
応
は
。
�
食
育
推
進
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
は
。
�
高
齢
者

の
低
栄
養
問
題
対
策
と
し
て
学
校
給

食
か
ら
の
配
食
は
。

答
弁

�
�
区
に
よ
る
食
育
の
推
進

は
大
変
重
要
。
各
保
健
分
野
で
健
康

的
な
食
習
慣
の
定
着
の
た
め
、
栄
養

指
導
や
健
康
教
育
を
実
施
。
策
定
準

備
中
の
「
後
期
健
康
づ
く
り
行
動
計

画
」
で
も
重
点
項
目
と
位
置
づ
け
た

い
。
今
年
度
は
区
民
意
識
調
査
で
の

現
状
把
握
と
会
議
体
の
設
置
準
備
を

行
う
。
区
民
の
声
を
反
映
し
、
周
知

し
、
区
民
運
動
と
し
て
盛
り
上
げ
る
。

�
�ア
小
学
校
４
、
６
年
生
及
び
中
学

校
２
年
生
を
対
象
に
実
施
済
。
結
果

は
今
後
報
告
。
�イ
健
診
等
の
機
会
で

周
知
や
働
き
か
け
を
実
施
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
と
連
携
し
、
啓
発
活
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
実
践
力

を
育
成
。
�
育
成
を
早
急
に
検
討
。

�
日
常
的
な
実
施
は
困
難
。
遠
足
等

食
数
が
少
な
く
提
供
可
能
な
時
や
、

高
齢
者
と
の
交
流
の
際
に
給
食
提
供

の
事
例
が
あ
り
、
引
き
続
き
充
実
し

て
い
き
た
い
。

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」

社
会
の
構
築
に
つ
い
て

質
問

ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
と
は
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
で

き
、多
彩
な
情
報
を
入
手
し
、生
活
の

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
だ
が
、
�
高
齢
化
や
情
報
の
Ｉ
Ｔ

化
が
進
む
中
、
多
く
の
区
民
に
情
報

を
伝
達
す
る
こ
と
の
あ
り
方
や
方
法

は
。
�
本
区
で
の
社
会
実
験
を
踏
ま

え
、
新
宿
区
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の

将
来
像
は
。
�
行
政
情
報
と
他
の
公

共
情
報
や
民
間
情
報
と
の
活
用
、
連

携
は
。
�
今
後
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会

の
構
築
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
。

答
弁

�
広
報
紙
の
見
直
し
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
新
し

い
伝
達
方
法
の
検
討
な
ど
を
行
う
。

�
実
験
の
成
果
を
検
証
し
、
国
や
都

と
連
携
し
て
今
後
の
展
開
を
検
討
。

将
来
像
に
つ
い
て
は
幅
広
い
見
地
か

ら
検
討
。
�
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
に
努
め
つ
つ
、
民
間
事
業
者
と

連
携
し
、
実
証
実
験
に
参
加
し
な
が

ら
研
究
を
進
め
る
。
�
国
、
都
及
び

関
連
事
業
者
と
の
連
携
の
場
を
設
け

る
と
と
も
に
区
に
お
け
る
総
合
的
な

情
報
政
策
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ
り
、

区
の
総
合
的
な
体
制
を
整
え
る
。

こ
の
他
に
「
１７
年
度
の
決
算
に
対

す
る
評
価
と
今
後
の
財
政
運
営
」、

「
地
球
温
暖
化
対
策
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取

り
組
み
」、「
学
校
教
育
の
環
境
整

備
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

下
村
治
生

質
問

障
害
者
自
立
支
援
法
が
成
立
、

施
行
さ
れ
た
が
、
障
害
者
問
題
は
個

別
の
条
件
に
よ
っ
て
そ
の
状
況
が
大

き
く
左
右
さ
れ
、
地
域
生
活
支
援
の

目
的
に
沿
っ
て
障
害
者
へ
の
き
め
細

や
か
な
対
応
が
必
要
。
�
地
域
生
活

支
援
事
業
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
、

実
施
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
か
。
�

就
労
支
援
に
つ
い
て
重
要
な
の
は
、

長
い
目
で
見
て
就
労
機
会
を
増
や
す
、

収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
作

り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
短

期
的
に
は
ソ
フ
ト
面
で
の
就
労
支
援

を
事
業
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
が
大
切
。
長
期
的
な
対
応
も
含
め

検
討
は
。
�
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い

て
１３
年
の
法
成
立
に
伴
い
、
鉄
道
駅

周
辺
の
検
討
を
開
始
。
区
内
で
は
新

宿
駅
と
高
田
馬
場
駅
の
二
箇
所
を
重

点
整
備
地
区
と
し
て
定
め
推
進
部
会

を
設
置
、
２２
年
ま
で
に
検
討
課
題
の

う
ち
い
く
つ
か
実
施
に
移
る
が
、
進

捗
状
況
は
。
特
に
道
路
関
係
な
ど
で

所
轄
警
察
署
と
の
連
携
が
必
要
な
場

合
も
あ
る
が
、
区
で
行
え
る
も
の
は

前
倒
し
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

答
弁

�
移
動
支
援
事
業
で
は
、
自

宅
以
外
を
出
発
地
と
す
る
利
用
を
可

能
に
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
で

は
手
話
通
訳
の
派
遣
回
数
の
制
限
を

撤
廃
。
�
今
後
、
区
役
所
内
障
害
者

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
事
業
の
継

続
、
精
神
障
害
者
へ
の
支
援
体
制
強

化
、
障
害
者
雇
用
企
業
サ
ポ
ー
ト
、

就
労
ス
キ
ル
訓
練
事
業
の
充
実
等
を

行
う
た
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
の
組

織
体
制
強
化
。
就
労
支
援
総
合
化
に

つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
、
検
討
中
。
�
高
田
馬
場
周
辺

地
区
で
は
１８
年
度
中
に
、
新
宿
駅
周

辺
で
は
１９
年
度
中
に
鉄
道
事
業
者
、

道
路
管
理
者
、
交
通
管
理
者
に
よ
る

特
定
事
業
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
区

が
支
援
。
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う

事
業
者
等
に
働
き
か
け
る
。

教
育
改
革
に
つ
い
て

質
問

�
教
育
長
の
各
校
長
と
の
面

談
の
感
想
は
。
校
長
の
権
限
拡
充
へ

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

�
ど
の
よ
う
な
租
税
教
育
を
区
独
自

に
行
っ
て
き
た
の
か
。
税
務
関
係
団

体
な
ど
と
連
携
し
た
租
税
教
育
充
実

を
進
め
る
こ
と
も
大
切
と
思
う
が
ど

う
か
。

答
弁

�
各
校
長
が
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
勢
を
心
強
く
感
じ
た
。

予
算
、
人
事
面
に
お
い
て
校
長
の
権

限
拡
充
に
努
め
た
。今
後
、授
業
改
善

推
進
員
等
を
派
遣
す
る
な
ど
、
校
長

を
支
援
す
る
体
制
を
整
備
。
�
小
学

６
年
で
は
国
民
の
義
務
と
し
て
の
納

税
に
つ
い
て
、
中
学
で
は
財
政
の
仕

組
み
や
租
税
に
つ
い
て
学
習
。
ま
た
、

関
連
機
関
が
連
携
し
、
租
税
教
室
開

催
等
実
施
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

今
後
も
租
税
教
育
の
充
実
を
図
る
。

公
共
空
間
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
に
つ
い
て

質
問

�
昨
年
実
施
し
た
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
事
業
に
つ
い
て
の
評
価
は
。

子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
社
会
の
構
築
を
！

新
宿
区
議
会
公
明
党

食育運動の拡大で健康づくりを

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

代

表

質

問

代

表

質

問
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今
後
の
課
題
と
ど
の
よ
う
な
改
善
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。
�
他
の
地
区
、

例
え
ば
新
宿
駅
西
口
周
辺
、
高
田
馬

場
駅
前
広
場
周
辺
や
歌
舞
伎
町
シ
ネ

シ
テ
ィ
な
ど
で
も
条
件
が
整
え
ば
実

施
し
て
も
い
い
の
で
は
。

答
弁

�
街
の
賑
わ
い
の
創
出
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
違
法
駐
輪
の
解

消
な
ど
道
路
環
境
の
改
善
に
も
寄
与
。

設
置
・
撤
去
や
警
備
、
清
掃
等
運
営

費
用
の
た
め
収
益
性
の
確
保
が
必
要
。

地
域
の
方
々
の
参
加
の
あ
り
方
と
併

せ
、
法
規
制
へ
の
対
応
が
必
要
。
�

シ
ネ
シ
テ
ィ
広
場
へ
の
導
入
の
可
能

性
を
検
討
。

こ
の
他
「
平
成
１７
年
度
決
算
」
及

び
「
財
政
運
営
」
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

根
本
二
郎

質
問

�
近
隣
居
住
者
へ
の
事
前
説

明
を
徹
底
さ
せ
よ
。
�
民
間
に
よ
る

建
築
確
認
が
問
題
。
区
の
建
築
審
査

会
は
任
務
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
。

答
弁

�
説
明
会
の
開
催
を
徹
底
さ

せ
る
。
�
応
え
て
い
る
と
認
識
。

花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち「
新
宿
」を

質
問

「
区
民
緑
化
」、「
立
派
な
街

路
樹
」
施
策
を
充
実
さ
せ
よ
。

答
弁

花
一
杯
の
街
づ
く
り
進
め
る
。

こ
の
他「
各
種
審
議
会
の
在
り
方
」

等
二
項
目
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

志
田
雄
一
郎

質
問

�
区
内
に
は
事
故
多
発
交
差

点
が
７
箇
所
あ
る
が
認
識
し
て
い
る

か
。�
地
域
住
民
や
警
察
等
と
連
携
し
、

複
雑
な
道
路
形
態
等
の
総
点
検
を
実

施
し
、
改
善
点
は
早
急
に
対
処
す
べ

き
。
�
二
輪
車
の
事
故
防
止
に
向
け

具
体
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を
。

答
弁

�
承
知
し
て
い
る
。�
昨
年
５

地
区
で
実
施
。さ
ら
に
取
り
組
む
。�

警
察
署
と
連
携
で
実
技
講
習
等
実
施
。

こ
の
他
「
中
山
区
政
の
総
括
と
二

元
代
表
制
」
等
三
項
目
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

山
田
敏
行

質
問

今
年
度
末
廃
校
の
四
谷
第
三

小
学
校
跡
地
と
、
隣
接
の
公
務
員
宿

舎
跡
地
を
含
め
た
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
区
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。ま
た
、

地
域
で
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
つ

く
り
、
こ
の
敷
地
の
有
効
利
用
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
検
討
結
果
に
つ

い
て
は
区
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
弁

�
協
議
会
に
参
加
。地
元
の
合

意
形
成
を
支
援
し
、都
市
計
画
と
し
て

実
現
で
き
る
よ
う
協
働
で
取
り
組
む
。

こ
の
他「
地
方
自
治
に
関
す
る
諸
課

題
」等
四
項
目
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

近
藤
な
つ
子

質
問

区
財
政
は
０５
年
度
ま
で
６
年

連
続
黒
字
。
と
こ
ろ
が
基
金
が
増
え

て
き
た
の
を
契
機
に
区
関
与
の
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
次
々
と
始
動
し

て
い
る
。
�
Ｊ
Ｒ
が
総
事
業
費
１２０
億

円
と
し
て
い
る
新
宿
駅
東
西
自
由
通

路
整
備
は
、
多
額
の
区
財
政
の
投
入

が
避
け
ら
れ
な
い
の
で
は
。
今
後
の

見
通
し
と
区
の
費
用
負
担
の
考
え
方
、

事
業
費
や
区
の
負
担
を
区
民
に
明
示

す
る
時
期
は
。取
り
止
め
も
含
め
検
討

す
べ
き
で
は
。�「
効
果
的
、機
動
的
」

施
策
と
し
て
は
大
規
模
開
発
よ
り
も

小
中
学
生
医
療
費
無
料
化
の
実
施
を
。

答
弁

�
現
在
Ｊ
Ｒ
、
都
等
と
検
討

中
。
区
の
負
担
を
極
力
抑
制
の
方
向

で
調
整
。
早
期
の
都
市
計
画
決
定
を

目
指
し
、
そ
の
時
点
で
総
事
業
費
を

明
示
。駅
周
辺
の
分
断
の
解
消
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

防
災
上
か
ら
も
実
現
目
指
す
。�
国
・

都
の
少
子
化
対
策
の
状
況
を
見
て
限

ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
活
用
を
検
討
。

障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問

�
法
施
行
か
ら
半
年
が
経
過

し
、
応
益
負
担
は
じ
め
諸
矛
盾
が
顕

在
化
。
�ア
障
害
者
と
家
族
へ
の
負
担

増
の
深
刻
さ
の
認
識
は
。
他
の
自
治

体
が
次
々
と
独
自
の
軽
減
策
を
講
じ

て
い
る
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

�イ
抜
本
的
な
負
担
軽
減
の
検
討
、
法

施
行
で
減
っ
た
区
の
一
般
財
源
の
使

途
は
。�
１０
月
か
ら
の
本
格
実
施
で
�ア

現
行
サ
ー
ビ
ス
・
支
給
量
の
保
障
を
。

�イ
負
担
軽
減
の
た
め
地
域
支
援
事
業

を
含
む
４
サ
ー
ビ
ス
を
統
合
し
て
上

限
設
定
す
べ
き
。�
中
高
生
の
障
害
児

へ
の
日
中
一
時
支
援
事
業
の
実
現
を
。

答
弁

�
�ア
急
激
な
負
担
増
に
は
激

変
緩
和
策
を
講
じ
る
。
�イ
不
足
も
想

定
さ
れ
歳
入
増
前
提
の
検
討
は
な
い

が
、
需
要
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
図

る
。
�
�ア
現
在
の
水
準
維
持
に
努
め

る
�イ
考
え
て
い
な
い
。
�
支
援
検
討
。

保
育
園
の
待
機
児
童
解

消
策
と
民
営
化
に
つ
い
て

質
問

�
２００７
年
度
当
初
の
待
機
児
童

数
見
込
み
は
。
�
公
立
保
育
園
の
廃

園
が
な
け
れ
ば
待
機
児
童
解
消
が
進

ん
だ
の
で
は
。
�
年
度
途
中
の
待
機

解
消
に
は
公
立
園
を
存
続
し
た
上
、新

た
な
認
可
園
の
増
設
を
。�
７
千
名
以

上
の
陳
情
の
出
て
い
る
つ
く
し
保
育

園
の
認
可
化
に
積
極
的
な
働
き
か
け

を
。�
横
浜
市
の
市
立
保
育
所
廃
止
に

対
し
横
浜
地
裁
が
違
法
判
決
を
出
し

た
。こ
の
判
決
に
基
づ
け
ば
、存
続
を

求
め
１,５２０
名
の
陳
情
が
出
て
い
る
高
田

馬
場
第
一
保
育
園
は
公
立
園
で
存
続

す
べ
き
。ま
た
今
後
区
立
保
育
園
の
民

営
化
は
進
め
る
べ
き
で
な
い
の
で
は
。

答
弁

�
現
時
点
で
は
見
込
み
は
出

せ
な
い
。�
既
設
園
の
定
員
拡
大
等
で

待
機
児
童
解
消
効
果
あ
っ
た
。�
考
え

て
い
な
い
。�
設
置
者
に
認
可
化
の
意

向
が
な
く
、
既
設
園
の
配
置
状
況
等

か
ら
働
き
か
け
の
考
え
は
な
い
。�
保

護
者
の
意
見
・
要
望
を
聞
き
十
分
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
民
営
化
進
め
る
。

改
定
・
介
護
保
険
法
の
実
施
に
伴
う

高
齢
者
の
く
ら
し
に
つ
い
て

質
問

�
保
険
料
の
�ア
国
庫
負
担
を

３０
％
に
す
る
よ
う
要
求
を
。
�イ
減
額

基
準
を
大
幅
に
緩
和
し
手
続
き
の
簡

素
化
を
。
�
要
支
援
１
、
２
要
介
護

１
の
方
へ
�ア
区
独
自
で
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
の
実
施
を
。
�イ
国
に
予
防
プ
ラ
ン

作
成
報
酬
引
き
上
げ
と
件
数
制
限
の

緩
和
を
求
め
、
当
面
区
が
報
酬
の
助

成
を
。
�ウ
ベ
ッ
ド
継
続
利
用
の
非
課

税
世
帯
へ
の
助
成
額
を
増
や
し
、所
得

制
限
撤
廃
を
。
柔
軟
な
対
応
を
行
い
、

新
た
な
対
象
者
に
も
助
成
を
。電
動
車

イ
ス
の
貸
与
に
も
助
成
を
。�
都
の
地

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
条
例
を
遵
守
さ
せ
よ

交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
取
組
み
を

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

事前説明を徹底し紛争の予防を モア４番街のオープンカフェ

四
谷
第
三
小
跡
地
利
用
の
具
体
化
を

区
の
財
政
運
営
は
区
民
生
活
最
優
先
で

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

交差点では特に事故に注意を！

来春閉校予定の四谷第三小学校

東西自由通路整備事業には多額の区財政投入が
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増 STOP！�増 STOP！�

公

明

自

民

新
無
ク

民

主

社

会

共

産

自

民

新
無
ク

民

主

共

産

新
無
ク

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
活

用
し
各
保
健
セ
ン
タ
ー
等
を
中
心
に

事
業
を
実
施
す
べ
き
。
�
法
改
定
で

様
々
な
問
題
が
発
生
。
本
格
的
な
実

態
調
査
を
行
い
、今
後
に
生
か
す
べ
き
。

答
弁

�
�ア
全
国
市
長
会
を
通
じ
国

に
要
望
。
�イ
一
般
財
源
活
用
の
減
額

は
保
険
料
で
賄
う
部
分
の
他
へ
の
転

嫁
に
な
り
不
適
当
。
�
�ア
提
案
の
実

施
は
考
え
な
い
が
、
実
態
を
見
守
り
、

必
要
な
支
援
を
行
う
。
�イ
区
が
責
任

持
ち
対
応
し
て
お
り
、
問
題
の
発
生

が
な
い
た
め
考
え
て
い
な
い
。
�ウ
新

た
な
対
象
者
拡
大
等
は
、
実
態
を
把

握
し
検
討
。
電
動
車
い
す
は
認
め
ら

れ
れ
ば
利
用
可
。
助
成
は
考
え
な
い
。

�
今
後
職
員
研
修
な
ど
都
の
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

活
用
を
図
る
。�
調
査
の
予
定
は
な
い
。

こ
の
他
、
区
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
施
策
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

な
す
雅
之

質
問

定
数
問
題
は
区
民
の
大
き
な

関
心
事
。
現
在
３８
人
。
人
口
増
で
地

方
自
治
法
上
、
最
大
４６
人
ま
で
と
な

っ
た
が
、
私
は
定
数
増
に
は
反
対
だ
。

�
区
長
の
考
え
は
。
�
議
員
だ
け
の

密
室
協
議
で
な
く
、
有
識
者
を
交
え

て
決
定
す
べ
き
で
は
。
�
定
数
条
例

改
正
は
区
長
提
案
で
き
る
の
で
は
。

答
弁

�
効
率
的
議
会
運
営
等
総
合

的
に
判
断
す
べ
き
。
�
�
区
長
提
案

で
き
る
が
、
従
前
か
ら
区
議
会
が
慎

重
に
協
議
、
検
討
。
定
数
や
検
討
方

法
は
区
議
会
の
意
思
を
尊
重
し
た
い
。

く
ま
が
い
澄
子

早
大
通
り
の
商
店
街
活
性
化
を

質
問

�
歩
行
者
優
先
道
路
整
備
の

沿
革
は
。
�
歩
道
の
活
用
を
。
�
商

店
街
に
活
性
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
。

�
活
性
化
の
た
め
の
協
議
会
立
ち
上

げ
を
。
�
道
路
管
理
に
住
民
参
加
を
。

�
放
置
自
転
車
・
バ
イ
ク
対
策
を
。

答
弁

�
ま
ち
の
活
性
化
も
期
待
し

て
整
備
。�
地
域
の
主
体
的
取
り
組
み

を
支
援
。�
活
性
化
策
を
積
極
的
に
ア

ド
バ
イ
ス
。�
地
区
協
議
会
な
ど
を
通

じ
支
援
。�
今
後
も
道
の
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
を
推
進
。�
実
態
を
把
握
し
検
討
。

吉
住
健
一

帰
国
子
女
の
就
学
相
談
に
つ
い
て

質
問

�
体
験
入
学
を
し
た
い
場
合

ど
う
な
の
か
。
安
全
や
環
境
面
で
の

安
心
が
確
保
で
き
な
い
と
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
の
は
理
解
で
き
る
が
、
将

来
に
向
け
て
の
検
討
が
必
要
で
は
。

�
相
談
体
制
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
日
本
語
適
用
教
室
を
は
じ
め
、

帰
国
子
女
が
情
報
を
ネ
ッ
ト
上
で
簡

単
に
わ
か
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

�
現
在
は
な
い
が
、
学
校
見

学
の
弾
力
的
な
運
用
方
法
も
含
め
検

討
。
�
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

う
る
し
ば
ら
順
一

職
員
の
飲
酒
運
転
事
故
へ
の
処
分

質
問

全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
公
務

員
に
は
高
い
モ
ラ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

公
務
員
の
飲
酒
運
転
事
故
多
発
に
つ

い
て
、
�
ど
う
考
え
る
か
。
�
厳
罰

に
処
す
べ
き
と
い
う
世
論
を
ど
う
考

え
る
か
。
�
職
員
へ
の
研
修
は
。
�

懲
戒
免
職
を
含
む
処
分
の
基
準
を
作

る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁

�
到
底
許
さ
れ
な
い
。
�
厳

し
い
非
難
は
当
然
。�
倫
理
研
修
、運

転
業
務
職
員
の
講
習
会
実
施
。�
懲
戒

免
職
を
含
む
厳
し
い
処
分
基
準
あ
り
。

小
野
き
み
子

旧
遠
藤
邸
の
認
定
処
分
と
地
裁
判
断

質
問

旧
遠
藤
邸
敷
地
の
地
裁
判
決

で
、区
建
築
審
査
会
の「
特
例
安
全
認

定
の
処
分
性
な
し
」
は
誤
り
と
判
示
。

�
審
査
会
を
や
り
直
す
べ
き
。�
建
築

確
認
済
の
工
事
は
ど
う
扱
わ
れ
、区
は

ど
う
対
処
す
る
の
か
。�
火
災
時
等
の

被
害
の
責
任
は
取
れ
る
の
か
。�
公
募

区
民
を
加
え
る
等
審
査
会
の
改
革
を
。

答
弁

�
自
ら
裁
決
は
取
り
消
せ
な

い
。�
法
律
上
工
事
は
可
能
。適
正
な

工
事
を
指
導
。
�
安
全
性
は
充
分
確

保
。
�
今
後
も
法
律
に
基
づ
き
任
命
。

か
わ
の
達
男

総
合
運
動
場
の
早
期
実
現
を

質
問

区
内
の
運
動
広
場
を
求
め
る

声
は
強
い
。
戸
山
公
園
内
の
総
合
運

動
場
整
備
で
�
都
の
土
地
取
得
に
向

け
区
も
発
掘
調
査
に
協
力
を
。
�
都

及
び
区
の
整
備
方
針
に
変
更
は
な
い

か
。
�
整
備
方
針
を
次
期
基
本
計
画

に
引
き
継
ぐ
べ
き
。
�
早
期
実
現
へ

の
区
長
の
決
意
は
。

答
弁

�
国
が
対
応
す
べ
き
。
区
も

協
力
。�
変
更
な
い
。�
引
き
継
ぐ
こ

と
を
想
定
。�
広
い
運
動
場
は
な
く
重

要
な
課
題
。
都
に
整
備
を
強
く
要
望
。

雨
宮
武
彦

区
施
設
は
廃
止
前
提
の
計
画
の
見
直
し
を

質
問

区
は
こ
と
ぶ
き
館
・
社
会
教

育
会
館
廃
止
方
針
の
具
体
化
を
進
め

て
い
る
が
、
地
域
住
民
自
身
が
参
加

し
て
、
あ
り
方
、
将
来
計
画
を
決
定

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
�
年
間
３

万
人
近
く
が
利
用
す
る
三
栄
町
社
会

教
育
会
館
の
廃
止
方
針
を
撤
回
し
、

存
続
・
拡
充
を
。
�
こ
と
ぶ
き
館
は

事
業
の
充
実
を
。

答
弁

�
生
涯
学
習
の
場
を
確
保
で

き
る
場
合
は
廃
止
す
る
。�
施
設
の
集

約
化
・
多
機
能
化
の
視
点
か
ら
検
討
。

深
沢
と
し
さ
だ

公
務
員
宿
舎
跡
地
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て

質
問

緑
豊
か
な
環
境
を
守
り
、
次

世
代
へ
と
継
げ
て
い
く
た
め
に
も
、

下
落
合
公
務
員
跡
地
の
取
得
が
必
要
。

ま
た
、
災
害
時
に
こ
の
跡
地
が
広
域

避
難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
れ
ば
自

然
環
境
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
防
災

機
能
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

答
弁

お
と
め
山
公
園
は
、
区
民
の

保
存
運
動
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
も
の

で
新
宿
の
み
ど
り
と
し
て
重
要
と
認

識
。地
元
以
外
に
も
広
範
な
区
民
の
賛

同
も
得
ら
れ
る
必
要
あ
り
。今
後
検
討
。

の
づ
た
け
し

受
付
業
務
を
大
切
に
し
好
感
度
Ｕ
Ｐ
を

質
問

�
接
遇
改
革
の
効
果
の
検
証

は
。�
受
付
業
務
で
の
マ
イ
ナ
ス
感
覚

は
職
員
の
態
度
が
悪
い
等
の
メ
ン
タ

ル
面
と
、対
応
が
遅
い
等
の
テ
ク
ニ
カ

ル
面
が
あ
る
。
�ア
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

客
観
デ
ー
タ
を
も
と
に
接
遇
向
上
を

図
る
べ
き
。
�イ
休
日
や
夜
間
に
も
対

応
で
き
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設
を
。

答
弁

�
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
満
足
度

は
「
普
通
」
を
含
め
９
割
。
�
�ア
外

部
の
会
社
に
調
査
を
委
託
。
結
果
を

基
に
研
修
予
定
。
�イ
今
後
検
討
。

久
保
合
介

「
歩
け
」、「
磨
け
」
で
健
康
に

質
問

「
歩
く
」「
磨
く
」
の
励
行
と

禁
煙
の
進
め
を
柱
に
「
新
宿
区
民
健

康
読
本
」
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

「
健
康
づ
く
り
実
践
ガ
イ
ド
」

を
活
用
。
今
後
も
充
実
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
早
期
導
入
を

質
問

�
都
心
循
環
型
バ
ス
事
業
化

に
よ
り
、
地
域
バ
ス
導
入
が
遅
れ
る

懸
念
が
あ
る
。
�
交
通
弱
者
の
た
め

に
も
区
が
運
行
補
助
す
べ
き
。

答
弁

�
調
査
・
検
討
中
。
�
後
年

度
負
担
を
伴
う
た
め
妥
当
で
な
い
。

笠
井
つ
や
子

「
家
庭
ゴ
ミ
の
有
料
化
」
に
つ
い
て

質
問

�
有
料
化
が
ゴ
ミ
減
量
に
役

立
つ
か
疑
問
だ
。
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
反
対
意
見
が
多
い
。区
民
の
声
を

ど
う
考
え
る
か
。�
現
状
の
不
法
投
棄

に
対
策
は
。�
廃
プ
ラ
も
燃
や
す
清
掃

会
社
設
立
は
安
全
性
・
事
業
内
容
も

不
明
。
リ
サ
イ
ク
ル
努
力
を
無
に
す

る
。
議
会
軽
視
の
財
政
支
出
や
め
よ
。

答
弁

�
様
々
な
区
民
意
見
あ
り
慎

重
に
検
討
。�
啓
発
、監
視
活
動
実
施
。

�
設
立
は
意
義
あ
る
。今
後
清
掃
一
部

事
務
組
合
議
会
の
議
決
踏
ま
え
対
応
。

え
の
き
秀
隆

子
ど
も
の
安
全
を
守
れ

質
問

１９６０
年
以
降
１
歳
以
上
の
子
ど

も
の
死
因
の
第
一
位
は
「
不
慮
の
事

故
」で
あ
る
。重
大
事
故
予
防
へ
の
行

動
と
し
て
、�
公
的
機
関
と
の
連
携
を
。

�
事
故
の
統
計
資
料
の
管
理
・
結
果

活
用
・
情
報
伝
達
方
法
へ
の
対
応
は
。

�
総
合
的
な
指
導
を
行
な
う「
仮
称
セ

ー
フ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
。

答
弁

�
年
齢
に
応
じ
て
関
わ
る
各

機
関
の
連
携
が
重
要
。
�
情
報
を
集

約
し
、適
宜
提
供
し
て
、注
意
を
喚
起
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー
が
機
能
を
担
う
。

議
員
定
数
改
正
の
透
明
化
を

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

議員定数、現状維持で十分！

平 成１８年 第 ４ 回
定例会のお知らせ

★★１１月２４日から１２月８日までの予定
です。主な日程は、次のとおりです。
本 会 議 １１月２４日・２９日・３０日

１２月８日
常任委員会 １２月１日・４日
特別委員会 １２月５日・６日
★★ぜひ傍聴にいらしてください。

会派略称：

公 明＝新宿区議会公明党

共 産＝日本共産党新宿区議会議員団

自 民＝自由民主党新宿区議会議員団

新無ク＝新宿区議会無所属クラブ

民 主＝民主党新宿区議会議員団

社 会＝社会新宿区議会議員団

花マル＝新宿区議会花マルクラブ

代

表

質

問

No.２２７5 平成１８年（２００６年）１１月１２日



平
成
１７
年
度
、
決
算
（
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、

介
護
保
険
）
は
、
い
ず
れ
の
議
案

も
適
正
な
決
算
で
あ
る
こ
と
を
認

め
、
原
案
通
り
賛
成
い
た
し
ま
す
。

１７
年
度
の
区
政
を
み
る
と
、
区

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
区
民

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
、
区
民
会

議
の
運
営
、
幼
保
一
元
・
連
携
、

歌
舞
伎
町
対
策
の
推
進
な
ど
庁
内

連
携
に
よ
っ
て
、
基
本
方
針
で
あ

る
「
総
合
力
の
高
い
成
果
の
見
え

る
区
政
運
営
」
が
行
わ
れ
た
こ
と

を
高
く
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
結
果
、
実
質
単
年
度
収
支
が
６

年
連
続
、
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
や

経
常
収
支
比
率
が
平
成
５
年
度
以

来
、
１２
年
ぶ
り
に
８０
％
を
下
回
っ

た
こ
と
な
ど
区
財
政
が
か
な
り
好

転
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
区
側
の
努
力
に

一
定
の
評
価
を
い
た
し
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
区
の
努

力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
区
民
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
意
味
か
ら
考
え
、
税
制
改
正
等

の
影
響
を
受
け
て
様
々
な
制
度
上

で
負
担
増
を
強
い
ら
れ
る
区
民
生

活
を
支
え
る
激
変
緩
和
策
を
始
め

と
し
た
、
負
担
軽
減
策
を
導
入
す

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
今
後
を
考
え

ま
す
と
、
原
油
価
格
高
騰
の
高
止

ま
り
傾
向
と
景
気
回
復
が
進
む
に

つ
れ
物
価
上
昇
も
危
惧
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
点
か

ら
考
え
、
区
財
政
を
取
り
巻
く
状

況
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

有
効
な
財
政
運
営
を
進
め
る
一
方
、

不
断
の
努
力
で
行
財
政
改
革
に
も

果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
総
合
力
の
高
い

成
果
の
見
え
る

区
政
運
営
」

を
評
価

新
宿
区
議
会
公
明
党決決

算算
特特
別別
委委
員員
会会
のの
概概
要要

９９
月月
２２００
日日
のの
本本
会会
議議
でで
、、
平平
成成
１１７７
年年
度度
新新
宿宿
区区

一一
般般
会会
計計
、、
国国
民民
健健
康康
保保
険険
特特
別別
会会
計計
等等
のの
４４
会会

計計
のの
歳歳
入入
歳歳
出出
決決
算算
審審
査査
をを
行行
うう
たた
めめ
、、
委委
員員
１１８８

名名
でで
構構
成成
ささ
れれ
るる
決決
算算
特特
別別
委委
員員
会会
がが
設設
置置
ささ
れれ

まま
しし
たた
。。

実実
質質
９９
日日
間間
、、
平平
成成
１１７７
年年
度度
予予
算算
がが
区区
民民
生生
活活

のの
向向
上上
にに
適適
正正
かか
つつ
効効
果果
的的
にに
執執
行行
ささ
れれ
たた
かか
どど

うう
かか
、、
区区
長長
及及
びび
教教
育育
長長
なな
どど
にに
対対
しし
てて
、、
各各
委委

員員
がが
厳厳
しし
くく
審審
査査
しし
まま
しし
たた
。。

１１００
月月
３３
日日
にに
はは
、、
各各
会会
派派
のの
賛賛
成成
・・
反反
対対
討討
論論

がが
行行
わわ
れれ
、、
起起
立立
にに
よよ
るる
採採
決決
のの
結結
果果
、、
４４
会会
計計

はは
、、
賛賛
成成
多多
数数
でで
すす
べべ
てて
原原
案案
どど
おお
りり
認認
定定
すす
べべ

きき
もも
のの
とと
決決
定定
しし
まま
しし
たた
。。

なな
おお
、、
ここ
のの
委委
員員
会会
決決
定定
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ

れれ
５５
名名
のの
委委
員員
がが
少少
数数
意意
見見
をを
留留
保保
すす
るる
旨旨
のの
申申

しし
出出
をを
しし
まま
しし
たた
。。

私
た
ち
は
、
２００５
年
度
の
予
算
編

成
に
あ
た
り
、
４８８
項
目
の
要
望
を

行
い
ま
し
た
が
、
私
立
幼
稚
園
園

児
等
保
護
者
の
負
担
軽
減
補
助
金

の
拡
大
、
商
店
街
灯
維
持
助
成
の

大
幅
拡
大
、
百
人
町
四
丁
目
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
開
設
な
ど
、

い
く
つ
か
の
施
策
が
実
現
し
ま
し

た
。２００５

年
度
決
算
は
、
約
３６
億
円
の

黒
字
で
あ
り
、
６
年
連
続
黒
字
で

す
。
ま
た
、
積
立
金
残
高
は
約
４０４

億
円
で
、
区
債
残
高
約
３１８
億
円
を

上
回
る
な
ど
、
区
財
政
は
大
き
く

好
転
し
て
い
ま
す
。

税
制
改
定
等
で
区
税
収
入
は
増

え
ま
し
た
が
、
区
民
は
増
税
と
な

り
、
加
え
て
医
療
改
悪
、
介
護
保

険
料
の
値
上
げ
等
、
区
民
負
担
は

増
え
る
ば
か
り
で
す
。
そ
う
し
た

区
民
の
生
活
を
最
大
限
支
え
る
区

政
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

が
ん
検
診
等
の
無
料
化
や
義
務
教

育
終
了
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な

ど
区
民
の
切
実
な
要
求
は
拒
み
続

け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
の

東
西
自
由
通
路
に
つ
い
て
は
、
１１８

億
円
の
事
業
費
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
提
示

さ
れ
、
新
宿
区
が
莫
大
な
財
政
投

入
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
区
民
生
活
を
支

え
る
区
政
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

２００５
年
度
決
算
認
定
第
１
号
か
ら
第

４
号
ま
で
反
対
し
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
新
宿
」

を
め
ざ
し
、
区
民
要
求
実
現
へ
引

き
続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。

区
財
政
は

６
年
連
続
黒
字
。

区
民
の
命
と
く
ら
し
を

守
る
た
め
の

財
政
運
営
を
！

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

決算特別委員会委員（１８名）

委

員

長

沢

田

あ
ゆ
み（
共

産
）

副
委
員
長

志

田

雄
一
郎（
民

主
）

副
委
員
長

う
る
し
ば
ら

順
一（
新
無
ク
）

理

事

赤

羽

つ
や
子（
公

明
）

理

事

お
ぐ
ら

利

彦（
自

民
）

理

事

阿

部

早

苗（
共

産
）

理

事

山

田

敏

行（
社

会
）

有

馬

俊

郎（
公

明
）

吉

住

健

一（
自

民
）

な

す

雅

之（
花
マ
ル
）

川
村

の
り
あ
き（
共

産
）

あ
ざ
み

民

栄（
共

産
）

そ
め
た
に

正
明（
公

明
）

深
沢

と
し
さ
だ（
自

民
）

と
よ
し
ま

正
雄（
公

明
）

根

本

二

郎（
新
無
ク
）

久

保

合

介（
民

主
）

松
ヶ
谷

ま
さ
お（
共

産
）

千
七
百
億
円
規
模
の
予
算

執
行
を
審
査
す
る
１７
年
度
決

算
委
員
会
で
民
主
党
は
そ
の

認
定
を
可
と
し
ま
し
た
。

中
山
区
政
の
三
年
間
は
区

の
借
金
を
大
幅
に
減
ら
し
、健

全
財
政
の
指
標
で
あ
る「
経
常

収
支
比
率
８０
％
」以
下
、そ
し

て
６
年
連
続
の
黒
字
を
達
成

し
た
模
範
的
な
も
の
で
し
た
。

清
潔
な
新
宿
の
街
を
つ
く

り
、
受
動
喫
煙
の
被
害
を
な

く
す
た
め
の
区
内
全
域
で
の

「
路
上
禁
煙
」
の
実
施
、
美

し
い
景
観
と
住
み
よ
い
環
境

を
保
持
す
る
た
め
に
、
区
内

七
割
の
地
域
で
の
２０
ｍ
〜
３０

ｍ
の
「
建
築
物
の
絶
対
高
さ

制
限
」
の
実
施
、
子
ど
も
の

成
育
環
境
の
平
等
と
公
平
を

目
指
す
実
験
的
施
策
「
幼
保

連
携
・
一
元
化
」
は
先
見
性

を
持
っ
た
施
策
と
し
て
歓
迎

す
べ
き
も
の
で
す
。

新
宿
区
政
は
今
、『
暮
ら

し
も
い
ち
ば
ん
、
賑
わ
い
も

い
ち
ば
ん
』
を
標
榜
し
て
街

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
区
の
憲
法
と

も
い
え
る
基
本
構
想
を
３９０
名

の
区
民
会
議
に
、
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
４５０
名
の
地
区

協
議
会
に
原
案
か
ら
お
願
い

し
て
、
そ
れ
を
基
に
来
年
二

月
完
成
予
定
で
審
議
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
住
民
自
治
の

見
本
で
す
。

民
主
党
区
議
団
が「
い
ち
ば

ん
望
ん
で
き
た
」
こ
と
で
す
。

健
全
な
財
政
運
営
と

先
進
的
な

施
策
を
評
価
し
、

更
な
る
区
民
生
活

充
実
に
努
力
す
る

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

平
成
１８
年
４
月
６
日
に
、
新
宿
区
議

会
議
員
政
治
倫
理
条
例
第
１３
条
第
２
項

に
基
づ
く
審
査
請
求
書
が
議
長
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
議
長
は
、
４
月
２１
日
に

新
宿
区
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
に

審
査
を
諮
問
し
、
６
月
２０
日
に
審
査
結

果
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
審
査
請
求

の
対
象
に
な
っ
た
議
員
（
以
下
「
被
請

求
議
員
」）
か
ら
、
条
例
第
１５
条
第
３

項
に
基
づ
く
弁
明
書
も
提
出
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
審
査
報
告
書
と
弁
明
書
の
概

要
を
、
併
せ
て
公
表
し
ま
す
。

議
長
は
、
審
査
報
告
書
及
び
弁
明
書

の
趣
旨
を
受
け
止
め
、「
区
民
が
議
員

を
見
る
場
合
に
は
、
い
か
な
る
状
況
に

お
い
て
も
、
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、

公
職
に
あ
る
議
員
と
し
て
と
ら
え
て
い

ま
す
。
今
回
の
件
を
ひ
と
つ
の
反
省
材

料
に
し
て
、
今
後
と
も
区
政
の
推
進
、

区
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
努
力
さ
れ

る
よ
う
」
と
被
請
求
議
員
に
注
意
を
促

し
ま
し
た
。
被
請
求
議
員
か
ら
は
、
議

長
発
言
を
「
も
っ
と
も
な
こ
と
」
と
受

け
止
め
、
今
後
も
努
力
し
た
い
旨
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

政
治
倫
理
審
査
会
審
査
報
告
書

概
要

第
１

審
査
請
求
の
内
容
（
要
約
）

政
治
倫
理
条
例
第
８
条
に
起
因
す
る

第
１３
条
第
２
項
に
基
づ
く
審
査
請
求
。

平
成
１８
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
終
了
後
の
飲
食
の
場
に
お
け
る

人
権
侵
害
の
訴
え
。

飲
食
の
際
に
、
被
請
求
議
員
は
、
お

酒
を
強
要
し
、
用
も
な
い
の
に
身
体
に

触
っ
た
り
、
わ
ざ
と
体
を
押
し
付
け
て

き
た
り
し
た
。
ま
た
、
請
求
人
に
対
し

て
侮
蔑
的
な
発
言
を
し
た
ほ
か
、
女
性

蔑
視
な
ど
、
区
議
会
議
員
と
し
て
の
発

言
を
疑
う
も
の
が
多
く
、
不
快
な
思
い

を
抱
き
、
憤
り
を
感
じ
た
。
私
的
な
飲

食
の
場
と
い
え
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
言

動
を
す
る
と
は
全
く
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
裏
切
ら
れ
た
思
い
が
し
た
。

第
２

審
査
の
実
施

条
例
施
行
規
程
に
よ
り
、
審
査
会
が

必
要
と
認
め
た
場
合
は
審
査
を
非
公
開

に
で
き
る
た
め
、
請
求
人
、
被
請
求
議

員
の
意
向
を
確
認
し
た
う
え
で
、
請
求

案
件
の
性
質
に
鑑
み
、
第
２
回
以
降
の

審
査
会
を
非
公
開
と
し
た
。

請
求
人
・
被
請
求
議
員
に
補
強
文
書

・
弁
明
書
等
の
提
出
意
向
が
あ
れ
ば
、

提
出
し
て
も
ら
い
、
審
査
の
対
象
と
し

た
。
さ
ら
に
、
請
求
人
、
被
請
求
議
員

の
ほ
か
、
事
実
確
認
の
た
め
、
双
方
の

関
係
人
各
１
人
に
順
次
事
情
聴
取
を
行

っ
た
。

第
３

審
査
の
結
果

審
査
に
お
い
て
は
、
本
件
が
政
治
倫

理
条
例
第
８
条
に
該
当
す
る
か
否
か
を

審
議
し
た
。
飲
食
時
の
参
加
者
が
被
請

求
議
員
を
「
議
員
」
と
認
識
し
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
出
来
事
は
、

「
議
員
と
一
個
人
の
間
の
事
件
」
と
考

え
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
ま
た
、

人
権
侵
害
は
地
位
利
用
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
他
の
場
合
に
も
生
ず
る
こ
と
を
考

慮
し
、
条
文
上
の「
地
位
を
利
用
し
て
」

は
、「
嫌
が
ら
せ
を
し
、
強
制
し
、
又

は
圧
力
を
か
け
る
行
為
」
の
み
に
か
か

る
と
解
釈
し
た
。

本
件
事
実
に
つ
い
て
は
、
請
求
人
が

「
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
」と
す
る
に
対
し
、

被
請
求
議
員
は「
全
面
否
認
す
る
」と
し
、

双
方
の
主
張
が
相
反
す
る
。
従
っ
て
事

実
の
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
人
権
侵
害
に
当
た
る
か
否
か
は
、

こ
れ
を
受
け
た
側
が
望
ま
な
い
、
不
快

な
言
動
と
感
じ
た
か
ど
う
か
が
基
準
と

な
る
。
ま
た
、
被
請
求
議
員
は
請
求
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
つ
い
て
一
部

認
め
て
お
り
、
請
求
人
が
あ
え
て
虚
偽

の
主
張
を
す
る
理
由
も
見
当
た
ら
な
い
。

よ
っ
て
審
査
会
は
、
請
求
人
に
対
す
る

被
請
求
議
員
の
人
権
侵
害
と
も
な
る
言

動
が
あ
っ
た
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
理
由
・
観
点
及
び
条
例
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
至

っ
た
。

第
一
に
、
本
件
飲
食
の
場
に
お
け
る

被
請
求
議
員
の
発
言
に
は
、
議
員
が
意

識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

少
な
く
と
も
女
性
差
別
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。

第
二
に
、
被
請
求
議
員
が
意
識
し
て

い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
請
求
人

新
宿
区
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

審
査
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

〔審査の経過〕

審査経過

議長から審査の諮問
審査方法などを審議

請求人事情聴取
被請求議員事情聴取
関係人事情聴取
審査
審査
審査
審査、報告

年月日

平成１８年
４月２１日

５月２日
５月９日
５月１９日
５月２３日
６月２日
６月１６日
６月２０日

回

１

２
３
４
５
６
７
８

平成１８年（２００６年）１１月１２日 6No.２２７

平成17年度決算�
平
成
１７
年
度
一
般
会
計
及
び
国

民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護

保
険
の
３
特
別
会
計
の
決
算
は
、

い
ず
れ
も
適
正
に
執
行
さ
れ
た
も

の
と
認
め
認
定
に
賛
成
し
ま
し
た
。

こ
の
年
度
の
一
般
会
計
は
区
民

税
の
増
収
等
に
よ
り
４８
億
円
の
純

繰
越
金
が
生
じ
た
大
幅
な
黒
字
決

算
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別

会
計
も
い
ず
れ
も
黒
字
決
算
で
あ

り
、
健
全
財
政
が
維
持
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、
行
政
執
行
面
で

の
努
力
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
税
の
滞
納
分
の
徴
収
率
が

１５
年
度
１３.７
％
、
１６
年
度
１６.０
％
、
１７

年
度
２４.７
％
と
大
き
く
改
善
し
て
い

ま
す
。
歳
出
で
は
人
件
費
が
１５
年

度
２９８
億
、
１６
年
度
２９２
億
、
１７
年
度

２８２
億
円
と
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

財
政
調
整
積
立
金
も
１５
年
度
１０９

億
、
１６
年
度
１２４
億
、
１７
年
度
１５１
億

円
と
２
年
間
で
４２
億
円
も
増
え
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
投
資
的
経
費
は
こ
こ

数
年
抑
え
気
味
に
経
過
し
て
き
ま

し
た
。
１５
年
度
４４
億
、
１６
年
度
４５

億
、
１７
年
度
６６
億
円
と
や
や
増
額

傾
向
に
あ
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、

１０
年
度
に
は
９９
億
円
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
数
字
か
ら
す
る
と
、
今
後
は

投
資
的
事
業
に
も
配
慮
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
諸
施
設
の

良
好
な
維
持
管
理
に
も
財
政
的
配

慮
が
必
要
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
更
な
る
行
政
効
率
化
に

取
り
組
む
と
共
に
、
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
て
の
財
政
運
営
に
も
配

慮
し
、
誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
ま
ち
を
実
現
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

健
全
財
政
の
成
果
を

長
期
的
視
野
の

政
策
へ
も

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団 決

算
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑

☆☆
幼幼
保保
連連
携携
一一
元元
化化
施施
設設
のの
適適
切切
なな
運運
営営
にに

つつ
いい
てて

☆☆
子子
どど
もも
のの
医医
療療
費費
無無
料料
化化
のの
拡拡
大大
にに
つつ
いい
てて

☆☆
孤孤
独独
死死
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

☆☆
廃廃
ププ
ララ
スス
チチ
ッッ
クク
のの
焼焼
却却
問問
題題
にに
つつ
いい
てて

☆☆
ＪＪ
ＲＲ
新新
宿宿
駅駅
東東
西西
自自
由由
通通
路路
にに
つつ
いい
てて

☆☆
幼幼
児児
教教
育育
のの
ああ
りり
方方
にに
つつ
いい
てて

☆☆
区区
立立
小小
学学
校校
新新
卒卒
採採
用用
教教
員員
のの
事事
件件
にに
つつ

いい
てて

☆☆
子子
どど
もも
のの
安安
全全
・・
安安
心心
とと
開開
かか
れれ
たた
学学
校校

のの
ああ
りり
方方
にに
つつ
いい
てて

☆☆
小小
・・
中中
学学
校校
のの
学学
校校
選選
択択
制制
のの
見見
直直
しし
にに

つつ
いい
てて

☆☆
青青
少少
年年
のの
運運
動動
施施
設設
のの
確確
保保
にに
つつ
いい
てて

＊＊
平平
成成
１１７７
年年
度度
決決
算算
にに
関関
すす
るる
主主
なな
論論
点点
はは
、、

次次
のの
とと
おお
りり
でで
すす
。。

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
１７
年
度
一
般
会
計
な
ど
４
会

計
の
決
算
が
、
い
ず
れ
も
適
正
に

執
行
さ
れ
た
も
の
と
認
め
、
認
定

に
賛
成
し
ま
し
た
。

こ
の
年
度
の
一
般
会
計
は
、
単

年
度
の
収
支
が
３５
億
円
余
の
黒
字

に
な
り
、
平
成
１２
年
度
か
ら
６
年

連
続
で
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、新
宿
区
の
基
金（
預

金
）
は
４０９
億
円
余
と
な
り
、
区
債

残
高
（
借
入
金
）
３２０
億
円
を
上
回

る
健
全
財
政
を
実
現
出
来
ま
し
た

こ
れ
は
、
景
気
が
上
向
き
税
収

等
が
増
加
し
た
こ
と
と
併
せ
、
区

の
行
財
政
改
革
の
努
力
の
成
果
と

い
え
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
化
・
少
子
化
、

景
気
の
先
行
き
等
を
考
え
ま
す
と
、

さ
ら
に
改
革
を
進
め
、
財
政
の
体

力
を
高
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ
は
、

区
政
の
改
革
を
進
め
る
よ
う
力
を

つ
く
す
一
方
、
こ
の
財
源
を
区
民

の
皆
様
の
要
望
に
効
率
的
に
答
え

る
施
策
の
実
現
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

中
山
区
長
は
、
こ
の
４
年
間
懸

命
に
区
民
の
た
め
の
区
政
実
現
に

つ
く
し
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
成

果
を
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、
私

ど
も
は
今
後
と
も
区
政
を
担
っ
て

い
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
を

維
持
し
、
さ
ら
な
る

区
政
発
展
の
た
め
の

施
策
の
充
実
を
�

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

平成１７年度新宿区各会計歳入歳出決算総括表

新
宿
区
の

財
政
は
近
年
、

着
実
に
好
転

し
、
あ
る
程

度
ゆ
と
り
の

あ
る
運
営
が

可
能
に
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
は

今
こ
そ
福
祉
を
中
心
に
、
区
民
生
活
支
援

の
諸
施
策
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

今
回
の
決
算
委
員
会
で
は
、「
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
を
焼
却
す
る
と
い
う
区
長
会

の
決
定
に
強
く
反
対
の
態
度
を
表
明
し
ま

し
た
。
再
生
利
用
が
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
焼
却
は
、
資
源
循
環
型
の
社
会

形
成
や
ゴ
ミ
減
量
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ

り
、
到
底
認
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
区
民
参
加
型
の
予
算
づ
く

り
に
つ
い
て
も
提
案
し
ま
し
た
が
、
新
宿

区
が
よ
り
一
層
情
報
公
開
や
説
明
責
任
を

果
た
し
、
区
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
自
治
体

に
な
る
よ
う
更
に
努
力
を
す
る
決
意
で
す
。

区
民
支
援
策
の

強
化
を
！

廃
プ
ラ
焼
却

に
は
反
対

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

新
宿
第
一
保
育
園
の
廃
園
、

小
中
学
生
の
医
療
費
助
成
拡

大
が
無
い
事
、
学
童
ク
ラ
ブ

・
保
育
園
の
民
営
化
・
業
務

委
託
で
、
区
の
指
導
・
対
応

が
不
十
分
な
事
、
国
民
健
康

保
険
改
悪
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
高
齢
者
福
祉
の
切
り

下
げ
が
見
ら
れ
る
等
、
問
題

が
山
積
す
る
決
算
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
後
に
期
待
し
、

決
算
認
定
は
賛
成
し
た
。

税
金
の

無
駄
を
な
く
し

小
中
学
生
の

医
療
費
助
成
と

高
齢
者
福
祉
の

充
実
を
！

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

の
主
張
や
請
求
人
の
関
係
人
の
陳
述
か

ら
す
る
と
、
請
求
人
が
不
快
に
思
う
不

適
切
な
行
為
が
な
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
。

第
三
に
、
請
求
人
に
対
し
て
、
一
部
、

請
求
人
が
不
快
に
感
じ
る
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
と
な
る
発
言
が
あ
っ
た
と
結

論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
四
に
、
第
三
者
に
対
す
る
被
請
求

議
員
の
行
為
に
は
、
二
次
的
な
人
権
侵

害
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
結
論
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
被
請
求
議
員
に

は
猛
省
を
促
し
た
い
。

第
４

議
長
へ
の
提
言

今
回
の
審
査
請
求
は
、
条
例
施
行
後
、

審
査
会
に
審
査
を
求
め
ら
れ
た
初
め
て

の
事
案
で
あ
り
、
か
つ
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
や
人
権
擁
護
な
ど
極
め

て
配
慮
を
要
す
る
人
権
侵
害
の
案
件
で

あ
っ
た
。

議
員
は
、
人
権
意
識
を
よ
り
一
層
涵

養
し
、
多
様
な
区
民
の
負
託
や
そ
の
信

頼
に
応
え
る
た
め
に
も
、
機
会
あ
る
ご

と
に
人
権
意
識
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

平
成
１８
年
６
月
２０
日

新
宿
区
議
会
議
員

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

被
請
求
議
員
弁
明
書

概
要

今
回
の
セ
ク
ハ
ラ
事
件
は
、「
冤
罪
事

件
」で
あ
る
。
請
求
人
の
主
張
す
る「
違

反
の
内
容
」は
、「
虚
偽
の
申
し
立
て
」

及
び
「
事
実
の
誤
認
」
が
大
半
で
あ
る
。

請
求
人
は
、「
被
請
求
議
員
か
ら
、
肩

に
触
ら
れ
た
、
何
度
も
肩
や
腕
を
触
ら

れ
た
、
被
請
求
議
員
に
体
を
押
し
付
け

ら
れ
た
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
同
席

し
て
い
た
他
の
３
人
は
、
結
審
後
、
以

下
の
よ
う
な
証
言
書
を
提
出
し
て
い
る
。

私
た
ち
３
人
は
、
平
成
１８
年
３
月

２０
日
、
高
田
馬
場
の
居
酒
屋『

』

で
、
請
求
人
、
請
求
人
の
関
係
人
、

被
請
求
人
の

と
同
席
い
た

し
ま
し
た
が
、
約
２
時
間
の
間
、
請

求
人
の
言
う
よ
う
な
「
被
請
求
人
が

請
求
人
の
肩
に
触
る
、
何
度
も
肩
や

腕
を
触
っ
た
行
為
や
、
請
求
人
に
体

を
押
し
付
け
る
行
為
」
は
一
度
も
目

に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

�印

�印

�印

弁

明

請
求
人
と
、
請
求
人
の
関
係

人
の
関
係
に
言
及
し
た
事
は
認
め
る
が
、

区
長
選
・
区
議
選
の
立
候
補
に
関
連
し

た
善
意
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
り
、
政
治

倫
理
条
例
に
何
ら
抵
触
す
る
も
の
と
は

考
え
な
い
。

請
求
人
は
、
過
去
、
東
京
地
裁
に「
セ

ク
ハ
ラ
事
件
」で
提
訴
し
、損
害
賠
償
を

勝
ち
取
っ
て
い
る
。審
査
会
は
、何
を
根

拠
に
、ど
の
よ
う
な
審
査
を
し
て「
請
求

人
が
あ
え
て
虚
偽
の
主
張
を
す
る
理
由

が
な
い
」
と
断
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

審
査
会
の
報
告
書
は
、「
審
査
の
結

果
に
不
利
な
事
実
」
を
省
略
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
公
平
・
公
正
な
立
場
で
審
理

を
し
て
な
い
こ
と
の
証
で
あ
り
、
誠
に

遺
憾
で
あ
る
。

本
件
は
、
区
議
会
議
員
の
政
治
生
命

に
大
き
く
影
響
す
る
重
大
な
案
件
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
審
査
会
は
、
被

請
求
人
の
要
請
を
無
視
し
、
現
場
検
証

や
裏
付
調
査
、
関
係
者
全
員
の
事
情
聴

取
を
何
ら
行
わ
な
か
っ
た
。「
真
相
究

明
を
し
よ
う
と
し
な
い
」
審
査
の
進
め

方
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

最
後
に

政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
は
、

私
も
策
定
委
員
の
一
人
と
し
て
、
大
き

く
関
わ
り
ま
し
た
。「
議
員
は
、
自
ら

研
鑚
を
積
み
、
資
質
を
高
め
、
及
び
品

位
を
保
ち
そ
の
使
命
に
努
め
る
」
と
の

条
例
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
区
民
か
ら
信

頼
さ
れ
、
他
の
区
議
会
議
員
の
お
手
本

と
な
る
議
員
を
目
指
し
て
、
今
後
も
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
掲
載
し
た
審
査
報
告
書
と
弁

明
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の

都
合
で
割
愛
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

概
要
版
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
審
査
報
告
書
・
弁
明
書
概
要

版
を
お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
１８
年
７
月
２１
日
付
け
で
、
区

民
か
ら
、
政
治
倫
理
審
査
会
の
運

営
及
び
出
席
委
員
等
へ
の
謝
礼
金

の
支
払
い
に
つ
い
て
返
還
を
求
め

る
住
民
監
査
請
求
が
あ
り
ま
し
た

が
、
９
月
１９
日
に
新
宿
区
監
査
委

員
よ
り
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由

が
な
い
も
の
と
し
て
棄
却
す
る
と

い
う
監
査
結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て

新
宿
区
議
会
議
員

政
治
倫
理
審
査
会
に
係
る

差引額

５０億７，７７３万６，９８３円

２億５，１７０万１，８９８円

２１６万４６９円

３億７，２８６万８，２９５円

５７億４４６万７，６４５円

歳出

１，０４９億３，７３１万６，４４４円

２７８億６，５４４万６，０８２円

２２７億３，８１２万１，８９６円

１４６億２，７０８万５６６円

１，７０１億６，７９６万４，９８８円

歳入

１，１００億１，５０５万３，４２７円

２８１億１，７１４万７，９８０円

２２７億４，０２８万２，３６５円

１４９億９，９９４万８，８６１円

１，７５８億７，２４３万２，６３３円

会計別

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会 計

介護保険特別会 計

合 計

証

言

書
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本
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
２６
件

の
請
願
・
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
１３
件
を
採
択
、
１
件

を
意
見
付
採
択
、
２
件
を
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
閉
会
中
も
継
続
し

て
審
査
し
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
２

件
の
撤
回
を
承
認
し
ま
し
た
。

結
論
の
出
な
か
っ
た
請
願
・
陳
情

に
つ
い
て
は
、議
会
の
閉
会
中
も
継
続

し
て
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
た
に
提
出
さ
れ
た

も
の【
要
旨
・
審
査
結
果
】

今
定
例
会
で

審
査
し
た
も
の

□
下
落
合
公
務
員
宿
舎
跡
地
の
取
得

に
関
す
る
請
願

１８
請
願
第
１
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
意
見
付
採
択
】

払
い
下
げ
予
定
の
当
該
地
は
、
区

民
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

「
区
民
の
森
」
と
し
て
蘇
生
さ
せ
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
た
め
、
取
得
を

切
望
し
ま
す
。

□
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続

に
つ
き
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
１８
請
願
第
２
号
、６
号
（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓【
採
択
し
意
見
書
を
提
出
】

小
規
模
住
宅
用
地
に
か
か
る
都
市

計
画
税
の
軽
減
措
置
を
、
平
成
１９
年

度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
東
京
都
に

対
し
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
小
規
模
非
住
宅
用
地
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
の
継

続
に
つ
き
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願１８

請
願
第
３
号
、７
号
（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓【
採
択
し
意
見
書
を
提
出
】

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
を
平
成
１９
年
度
以
降
も
継
続
す
る

よ
う
、
東
京
都
に
意
見
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

□
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産

に
関
す
る
意
見
書
提
出
の
請
願

１８
請
願
第
４
号
、８
号
（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓【
採
択
し
意
見
書
を
提
出
】

固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産

の
免
税
点
を
基
礎
控
除
に
改
め
、
控

除
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
申
告
期
限
を
３
月
３１
日
ま
で
と

す
る
よ
う
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
負
担
水
準
が
６５
％
を
超
え
る
商
業

地
等
の
税
額
軽
減
措
置
の
継
続
に
つ

き
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

１８
請
願
第
５
号
、９
号
（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓【
採
択
し
意
見
書
を
提
出
】

負
担
水
準
が
６５
％
を
超
え
る
商
業

地
等
の
税
額
の
軽
減
措
置
を
継
続
す

る
よ
う
、
東
京
都
に
対
し
意
見
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
簡
易
裁
判
所
調
停
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
の
請
願

１８
請
願
第
１０
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

調
停
委
員
会
の
調
停
力
の
強
化
・

向
上
、
調
停
制
度
改
訂
の
要
望
書
を

関
係
所
管
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
区
立
小
中
学
校
夏
季
プ
ー
ル
開
放

に
関
す
る
陳
情

１８
陳
情
第
４０
号（
文
教
委
員
会
）

↓【
採
択
】

小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
の
保
護

者
同
伴
要
件
の
、
小
学
校
プ
ー
ル
で

の
緩
和
と
、
未
就
学
児
の
入
場
容
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
長
期
間
の
放
置
空
家
に
関
す
る
条

例
を
希
望
す
る
陳
情

１８
陳
情
第
４１
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

長
期
間
の
放
置
空
家
は
不
可
、
取

り
こ
わ
し
を
命
じ
る
条
例
を
つ
く
っ

て
頂
き
た
い
。

□
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決
と
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
早
期
救
済
を

国
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

１８
陳
情
第
４２
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

政
府
に
対
し
、
薬
害
肝
炎
訴
訟
の

終
結
と
適
切
な
賠
償
の
実
施
、
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
治
療
体
制
整
備
等
の
意

見
書
の
提
出
を
要
請
し
ま
す
。

□
「
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決
と

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
早
期
救
済

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

１８
陳
情
第
４３
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

衆
参
両
議
院
・
政
府
に
、
薬
害
肝

炎
訴
訟
の
終
結
と
適
切
な
賠
償
の
実

施
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
治
療
体
制
整

備
等
の
意
見
書
提
出
を
要
請
し
ま
す
。

□
医
療
機
関
に
よ
る
カ
ル
テ
廃
棄
の

阻
止
に
向
け
た
働
き
か
け
に
関
す
る

陳
情１８

陳
情
第
４４
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
採
択
】

肝
炎
患
者
の
感
染
原
因
究
明
の
機

会
保
障
の
た
め
区
内
の
全
医
療
機
関

に
カ
ル
テ
等
を
廃
棄
し
な
い
よ
う
働

き
か
け
を
願
い
ま
す
。

□
新
宿
区
空
き
缶
等
の
散
乱
及
び
路

上
喫
煙
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す

る
条
例
に
関
し
て
喫
煙
場
所
の
増
設

を
要
求
す
る
陳
情

１８
陳
情
第
４５
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

公
の
喫
煙
場
所
が
不
公
平
で
あ
り
、

増
設
を
要
求
す
る
。

□
新
宿
区
空
き
缶
等
の
散
乱
及
び
路

上
喫
煙
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す

る
条
例
の
第
８
条
の
文
言
の
変
更
に

関
す
る
陳
情

１８
陳
情
第
４６
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
不
採
択
】

「
区
民
等
は
、
路
上
喫
煙
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
表
現
は
曖

昧
な
の
で
条
文
改
正
を
要
求
す
る
。

□
多
文
化
共
生
等
多
文
化
を
冠
に
し

た
造
語
に
つ
い
て
の
陳
情

１８
陳
情
第
４７
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓【
不
採
択
】

「
広
報
し
ん
じ
ゅ
く
」
と
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
多
文
化
」
と
い
う
造

語
の
定
義
の
説
明
を
要
求
す
る
。

□
小
中
学
生
の
医
療
費
無
料
化
の
早

期
実
現
を
求
め
る
陳
情

１８
陳
情
第
４９
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

小
中
学
生
の
医
療
費
無
料
化
に
１

日
も
早
く
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
下
落
合
交
番
の
存
続
を
求
め
る
陳

情
１８
陳
情
第
５０
号（
災
害
等
対
策
特
別
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

交
番
統
廃
合
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
下
落
合
交
番
を
、
地
域
の
安
全
確

保
の
た
め
に
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
都
・
警
視
庁
に
意
見
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
東
急
不
動
産
「
余
丁
町
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
」
に
関
す

る
陳
情

１８
陳
情
第
５１
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
採
択
】

住
環
境
を
著
し
く
損
な
う
お
そ
れ

の
あ
る
同
建
設
計
画
の
建
築
主
に
対

し
住
民
説
明
会
開
催
等
を
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

□
小
学
生
が
安
心
し
て
野
球
を
楽
し

め
る
施
設
の
確
保
に
関
す
る
陳
情

１８
陳
情
第
５２
号（
文
教
委
員
会
）

↓【
採
択
】

使
用
不
可
能
に
な
っ
た
旧
戸
塚
一

中
、
牛
込
三
中
に
替
る
少
年
野
球
施

設
の
確
保
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

□
高
田
馬
場
第
一
保
育
園
の
廃
園
反

対
に
関
す
る
陳
情

１８
陳
情
第
５３
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

１
�
同
園
を
公
営
の
ま
ま
存
続
を
。

２
�
保
護
者
の
意
見
を
反
映
し
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
策
定
を
。

□
公
園
設
置
の
た
め
の
国
有
地
買
上

げ
に
関
す
る
陳
情

１８
陳
情
第
５４
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

新
宿
５
丁
目
の
国
有
地
を
買
上
げ
、

公
園
と
し
て
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

□
新
宿
区
精
神
保
健
福
祉
の
向
上
に

掛
か
る
陳
情

１８
陳
情
第
５５
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
採
択
】

現
在
の
支
援
の
場
の
継
続
確
保
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
へ
の
家
賃

助
成
の
実
施
等
４
項
目
に
つ
い
て
陳

情
し
ま
す
。

今
定
例
会
後
に

審
査
を
始
め
る
も
の

□
「
中
国
に
お
け
る
法
輪
功
学
習
者

の
臓
器
摘
出
の
実
態
調
査
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

１８
陳
情
第
５６
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

中
国
で
の
法
輪
功
学
習
者
の
臓
器

摘
出
疑
惑
の
解
明
等
を
国
・
関
連
機

関
等
に
要
請
す
る
こ
と
。

継
続
審
査
中
の
う
ち

撤
回
承
認
さ
れ
た
も
の

□
防
災
等
住
民
活
動
拠
点
確
保
の
た

め
の
国
有
地
買
上
げ
と
施
設
整
備
に

関
す
る
陳
情

１６
陳
情
第
５
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

□
精
神
障
害
者
の
特
性
に
見
合
う
障

害
者
自
立
支
援
法
の
構
築
に
関
す
る

陳
情１８

陳
情
第
３６
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

今
定
例
会
で
議
決
し
た

（
要
旨
）

決
議
・
意
見
書
の
全
文
は
区
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

北

朝

鮮

の

核

実

験

に

厳

重

抗

議

す

る

決

議

新
宿
区
議
会
は
、
北
朝
鮮
の
核
実

験
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
直

ち
に
す
べ
て
の
核
兵
器
及
び
核
計
画

を
放
棄
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
、
北

東
ア
ジ
ア
の
安
全
と
世
界
の
恒
久
平

和
の
実
現
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

固
定
資
産
税
に
お
け
る

償
却
資
産
に
関
す
る
意
見
書

現
行
の
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償

却
資
産
の
免
税
点
を
基
礎
控
除
に
改

め
、
控
除
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、

償
却
資
産
の
申
告
期
限
を
３
月
３１
日

に
変
更
す
る
こ
と
を
国
等
に
求
め
ま

し
た
。

「
特
定
の
同
族
会
社
の
役
員
に
対
す
る

報
酬
の
損
金
算
入
制
限
規
定
」
の

見
直
し
を
求

め

る

意

見

書

平
成
１８
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
当

該
規
定
は
、
中
小
企
業
と
そ
の
他
の

法
人
の
役
員
報
酬
に
税
負
担
で
差
別

を
設
け
る
も
の
で
、
日
本
経
済
活
性

化
を
阻
害
す
る
危
険
が
あ
る
た
め
、

そ
の
見
直
し
を
国
等
に
求
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
採
用
問
題
の
早
期
解
決

を

求

め

る

意

見

書

旧
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
の
過
程

で
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
に
つ

い
て
一
刻
も
早
い
解
決
に
向
け
努
力

す
る
こ
と
を
国
等
に
求
め
ま
し
た
。

都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

「
小
規
模
住
宅
用
地
に
か
か
る
都
市

計
画
税
を
２
分
の
１
」
と
す
る
軽
減

措
置
を
将
来
の
恒
久
化
を
目
指
し
、

当
面
１９
年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と

を
都
に
求
め
ま
し
た
。

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

「
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
税
額
の

２
割
減
免
」
措
置
を
恒
久
化
を
目
指

し
１９
年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
を

都
に
求
め
ま
し
た
。

負
担
水
準
が
６５
％
を
超
え
る

商
業
地
等
の
税
額
軽
減
措
置
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

「
負
担
水
準
が
６５
％
を
超
え
る
商
業

地
等
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
税
額
を
、
負
担
水
準
６５
％
の
水
準

ま
で
軽
減
す
る
」
措
置
を
１９
年
度
以

降
も
継
続
す
る
こ
と
を
都
に
求
め
ま

し
た
。

区
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
た
め
の

施
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

交
番
は
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
の
拠
点
で
あ
り
、
適
切

か
つ
十
分
な
施
策
の
充
実
を
図
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
及
び
警
視

庁
に
対
し
、
区
内
５
交
番
に
つ
い
て

区
民
の
意
見
を
良
く
聞
い
て
対
応
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

請請
願願
・・
陳陳
情情

の
処
理
状
況

皆
様
か
ら
託
さ
れ
た

議
員
の
議
席
番
号
の
変
更

本
会
議
場
の
改
修
に
伴

い
、
９
月
１９
日
付
で
議
員

の
議
席
番
号
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
変
更
後
の
議

場
レ
イ
ア
ウ
ト
と
議
席
番

号
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

住
所
の
変
更

有
馬

俊
郎

議
員

〔
新
住
所
〕

中
落
合
２－

１２－

２６

グ
ラ
ン
ス
イ
ー
ト
中
落
合
１０１

〒
１
６
１－

０
０
３
２

※
電
話
番
号
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

木
々
が
美
し
く
色
づ
き
秋
も
深
ま

り
ま
し
た
。
議
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
や
対
面
演
壇
な
ど
新
た
な

試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
に
も

ぜ
ひ
議
会
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
紙
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
要

望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

小
畑

通
夫

宮
坂

俊
文

有
馬

俊
郎

阿
部

早
苗

野
口
ふ
み
あ
き

う
る
し
ば
ら
順
一

小
野

き
み
子

本
紙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局
調
査
管
理
係

電
話

５
２
７
３
‐
３
５
３
４

あ
と
が
き

●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/gikai/です。
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